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1.会社概要

2.重点項目

※SDGs宣言の詳細は別紙をご参照ください。
以　上

 北洋銀行グループは、2018 年12 月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長
 支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGsに関連するプレスリリース
 には、該当するSDGsのアイコンを明示しております。
 【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための2030年
 までの国際目標。17のゴールと169のターゲットで構成される。

業      種 セメント・同製品製造業

会  社  名 株式会社　ケイホク

所  在  地 苫小牧市新明町１丁目３番１５号

代  表  者 代表取締役　髙山　海晋

記

2023年12月27日

株式会社北洋銀行

株式会社北海道共創パートナーズ

株式会社ケイホク様の『SDGs宣言』策定を支援しました！

株式会社北洋銀行（取締役頭取 安田 光春）と子会社の株式会社北海道共創パートナーズ（代表取締

役社長 岩崎 俊一郎）は、お客さまのSDGsへの取り組みを支援しています。今般、株式会社ケイホク様

（北海道苫小牧市、代表取締役 髙山 海晋様）の『SDGs宣言』策定を支援しましたので、下記のとおりお

知らせいたします。

近年、社会的にSDGsへの取り組みに対する関心が高まっており、企業イメージの向上や新たな事業機会

の創出につながることから、多くの企業がSDGsへの取り組みを推進しています。

北洋銀行グループは今後も、北海道の地域金融機関として道内のSDGs促進・普及に貢献するために、

お客さまのSDGsへの取り組みを支援してまいります。

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日をきりひらく



品質にこだわり、事業活動から環境保全に貢献する

【具体的な取り組み】

働くことの喜びを感じる職場環境を実現する

【具体的な取り組み】

地域の雇用を守り、地域と共に生きる

【具体的な取り組み】

コンプライアンスを徹底し、持続可能な成長を実現する

【具体的な取り組み】

 SDGｓとは
SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年9月に国連で

採択された2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の実現を

目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

・BCPの策定及び社内訓練の実施 ・品質向上のための外部機関による製品検査の実施

・安全大会によるコンプライアンス教育の実施 ・事故事例の共有によるリスク管理体制の強化

・SDGs経営の社内外への浸透

災害への備えを怠ることなく、組織としての強靭性を高めると共に、社内外の牽制機能の

強化により「地域の模範」として透明かつ健全な組織運営を実践して参ります。

・域内同業者との連携体制の構築 ・インターン制度、工場見学の充実化

・地元人材の積極採用 ・定年退職者に対する再雇用制度の整備

・清掃活動への従事

・フレックスタイム制度の導入 ・デジタル化推進による業務効率向上

・定期健康診断の実施 ・ハラスメント防止に関する啓蒙活動

・個別面談に基づくキャリアアップ支援 ・資格取得の費用補助や資格手当の付与

地場振興が自社の将来に渡る持続可能性と「共生共存」の関係にあるという意識を常に持ち、

雇用維持や奉仕活動等を通じて「地域のパートナー」としての役割を全うして参ります。

「インターナルマーケティング」の実践企業として、個別面談に基づくキャリアアップ支援や柔軟に

働ける環境の整備により従業員満足を追求し、「働き甲斐のある、モチベーションの高い組織」を

実現して参ります。

・鉄鋼スラグの積極活用 ・低環境負荷商品の社内積極利用

・作業エリア周辺の自発的な水質調査の実施

・JIS認証の取得 ・北海道リサイクル認定製品の販売

株式会社 ケイホク SDGs宣言
当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

2023年12月27日

株式会社　ケイホク

代表取締役　髙山　海晋

取締役社長　髙山　長基

生コンクリートや骨材等の製造販売においては環境負荷の低い原料の活用や製品の普及、

産業廃棄物処理においては法基準に加え自社基準を設定した適正な埋立処分の徹底等、

事業活動を通じて環境保全に貢献して参ります。

SDGsの達成に向けた取組


